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コリント信徒手紙第二 ４章１７-１８節 

わたしたちの一時の軽い艱難は、比べものにならないほど重みのある永遠の栄光をもたらしてくれ

ます(17節)。わたしたちは見えるものではなく、見えないものに目を注ぎます。見えるものは過ぎ

去りますが、見えないものは永遠に存続するからです（18節）。 

 

１．苦難は           であることを感謝する 

わたしたちの一時的
・ ・ ・

な軽い艱難は、（１節a） 

● あなたを襲っている苦難は、いつまでも長くは続かない 

・ はっきり言っておく。あなたがたは泣いて悲嘆に暮れるが、世は喜ぶ。あなたがたは悲しむが、

その悲しみは喜びに変わる。（ヨハネ16･20） 

・ところで、今はあなたがたも、悲しんでいる。しかし、わたしは再びあなたがたと会い、あなた

がたは心から喜ぶことになる。その喜びをあなたがたから奪い去る者はいない。（ヨハネ16･22） 

● 主イエスの苦しみは一時的だった（ゲッセマネの園の祈り） 

・少し進んで行って地面にひれ伏し、できることなら、この苦しみの時が自分から過ぎ去るように

と祈り、こう言われた。「アッバ、父よ、あなたは何でもおできになります。この杯をわたしか

ら取りのけてください。しかし、わたしが願うことではなく、御心に適うことが行われますよう

に。」（マルコ14･35－36）⇒結果的に、過ぎ去った（死と復活）。 

● 見えるもの（朽ち果てる）から、見えないもの（永遠）へ目を向ける。 

・見えるものに対する希望は希望ではありません。現に見ているものをだれがなお望むでしょうか。

わたしたちは、目に見えないものを望んでいるなら、忍耐して待ち望むのです。（ロマ8･24－25） 

 

２．苦難は           ことを感謝する 

わたしたちの一時的な軽い
・ ・ ・

艱難は、（１節a） 
 

● あなたを襲っている苦難は、「イエス・キリストの永遠の救い」に比べたら軽い 

・現在の苦しみは、将来わたしたちに現されるはずの栄光に比べると、取るに足りないとわたしは

思います。（ロマ8･18） 

● 主イエスも苦しまれた。 

・ キリストも、罪のためにただ一度苦しまれました。正しい方が、正しくない者たちのために苦

しまれたのです。あなたがたを神のもとへ導くためです。（Iペトロ3･18） 

●主イエスはいつも、あなたの先頭を歩み、共に苦しみを担って歩んでくださっている。 

・「立て、行こう。見よ、わたしを裏切る者が来た。」（マルコ14･42） 

●主イエスがいれば、苦しみ悲しみは「塵あくた（ゴミ、役に立たないクズ）」同様である。 



・ そればかりか、わたしの主キリスト・イエスを知ることのあまりのすばらしさに、今では他の

一切を損失とみています。キリストのゆえに、わたしはすべてを失いましたが、それらを塵あく

たと見なしています。（フィリピ3･8） 

 

３．            に目を向け、感謝する 

比べ物にならないほど重みのある永遠の栄光をもたらしてくれます（1節b） 

● イエス・キリストの苦難と死の向こう側にある、復活と栄光の希望に視線を移す 

・ 女は子供を産むとき、苦しむものだ。自分の時が来たからである。しかし、子供が生まれると、

一人の人間が世に生まれ出た喜びのために、もはやその苦痛を思い出さない。（ヨハネ16･21） 

● 永遠の御言葉＝永遠に朽ち果てることのない「神のことば」によって生まれた 

・あなたがたは、朽ちる種からではなく、朽ちない種から、すなわち、神の変わることのない生き

た言葉によって新たに生まれたのです。（Iペトロ1･23） 

・こう言われているからです。「人は皆、草のようで、その華やかさはすべて、草の花のようだ。

草は枯れ、花は散る。しかし、主の言葉は永遠に変わることがない。」これこそ、あなたがたに

福音として告げ知らされた言葉なのです。（Iペトロ1･24－25） 

● 永遠の栄光：罪の赦し、神の子とされる、神の家族の一員とされる、天国の約束、永遠の命、復

活の希望、主イエスの似姿へ変えられる、神様の働きのために用いられる。 

● 栄光の冠：勝利者イエス（苦難と死を乗り越えて復活した）から、もれなく受けられる 

・ これらのことを話したのは、あなたがたがわたしによって平和を得るためである。あなたがた

には世で苦難がある。しかし、勇気を出しなさい。わたしは既に世に勝っている。（ヨハネ16･33） 

・なすべきことはただ一つ、後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ、神がキリスト・イエ

スによって上へ召して、お与えになる賞を得るために、目標を目指してひたすら走ることです。

（フィリピ3･13－14） 

・ しかし、憐れみ豊かな神は、わたしたちをこの上なく愛してくださり、その愛によって、罪の

ために死んでいたわたしたちをキリストと共に生かし、．．．キリスト・イエスによって共に復

活させ、共に天の王座に着かせてくださいました。（エフェソ2･4－6） 

 
  
○ 今週の歩み：「どのような状況にあっても、いつも感謝の祈りを捧げていただけますか？」 

 
○ 今週の祈り：「主イエスよ、私たちの罪を担って、十字架で苦しみを受けてくださりありがと

うございます。十字架の苦難と死を乗り越えて復活されたイエスさまが、今日もわたしと一緒

にいてくださることをありがとうございます。目先の事柄に目を奪われることなく、目に見え

ない永遠の希望をいつも仰ぎ見ることができますよう助けてください。今日も私を平安でお守

りください。アーメン」 
○ 暗唱聖句：５章１７節（本日配布された「暗唱聖句しおり」を利用しましょう） 

☆ 今週は、『人生を導く五つの目的』の p２５４－２６４をあわせて読みましょう。 
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